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評価項目 指標 事業完成前 事業完成後 効果 
交通の円滑化 旅行速度 

移動時間 
１７．７ｋｍ／ｈ（S55） 
４０分（S55） 

２８．８ｋｍ／ｈ（H17） 
２６分（H17） 

＋11.1km/h 
▲14分 

渋滞の解消 渋滞長 南町４丁目 400m（H14） 
南本町交番前 550m（H14） 

南町４丁目 0m（H17） 
南本町交番前 0m（H17） 

解消 
 

 

【評価調書様式４】 
投資事業評価調書（事後評価）  

部課室名 県土整備部街路課 記入責任者職氏名 
（担当者氏名） 

街路課長 玉田尋三 
 (課長補佐兼街路係長 濱浩二） 内線 4474 

（4480)  
事業種目 

 街路事業 事 業 名 都市計画道路 尼崎港川西線外３線（尼崎伊丹線、尼崎港
川西線、川西伊丹線、川西猪名川線） 

所在地 尼崎市東難波５丁目～川西市西多田 
事 業 の 目 的 事 業 内 容 

本路線は、尼崎市の臨海地域から伊丹市を経て
川西市へと至る阪神間東部の南北主要幹線道路
であるが、現道は２車線であるため、昭和３０
年代からの自動車交通の増大に伴い、慢性的な
交通渋滞が生じていたことから、渋滞の解消や
歩行者等の安全性の向上、さらに道路環境の向
上等を目指すものである。 

道路改築（拡幅） Ｌ＝１５，３４８ｍ 

整備前：2車線  歩道有り  W= 6.0 (11.0) 

整備後：4車線～6車線（両側歩道） 

4 車線標準部 W=13.0（27.0） 

6 車線標準部 W=19.5（30.0） 

 

事業期間 
度事業着手 昭和３４年度 － 

事業完了 平成１６年度 
過去の評価 

－ 
総事業費 約１０１５億円 

●事業を巡る社会経済情勢等の変化 

 ○交通量の状況（尼崎市～川西市平均） 
  

●事業の効果等 

 

１． 都市内交通の円滑化 
 
 
 
 
 
 
２．安全で快適な道路空間の整備 
○ 歩行者自転車死傷事故率（H9年→H17年）２６８件／千万人台ｋｍ→４０件／千万人台ｋｍ 
○ 道路騒音（H13年→H17年）（※伊丹市南本町・南町付近実測値） 
昼間 ７３ｄｂ→６５．５ｄｂ（７．５ｄｂ減）  環境基準値以下（７０ｄｂ） 
夜間 ７１ｄｂ→６０．８ｄｂ（１０．２ｄｂ減） 環境基準値以下（６５ｄｂ） 

○ 大気汚染物質（H11年→H17年：伊丹市南本町４丁目における計算値） 
ＣＯ２ ７，６６５ｔ／年→６，９３５ｔ／年（１０％減） 
ＮＯｘ ３２ｔ／年   →２８ｔ／年（１３％減） 
ＳＰＭ ３．３ｔ／年  →２．６ｔ／年（２２％減） 

○ 電線類の地中化による快適な歩行者空間の確保 
尼崎伊丹線（つかしん付近）Ｌ＝７００ｍ 
尼崎港川西線（阪急伊丹駅付近）Ｌ＝１２００ｍ 
川西猪名川線（阪急川西能勢口駅付近）Ｌ＝３００ｍ 

３． 鉄道との立体交差化 
ＪＲ東海道本線、阪急神戸線、ＪＲ福知山線 

４． 費用便益比 
Ｂ／Ｃ＝３．０ 

 

 

 

事業完成前（Ｓ５５） 事業完了後（Ｈ１７） 増加量 
１６，０３６台／日 ３０，７３７台／日 １４，７０１台／日 
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